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．  

木の りには人 に するリ ーシ

ス ンシ に注目した。

カ ス ンシ は、 ンシ と同 ミカン

ン効果の他、 、 ダニ の効果があることが

られており、様 な分 での利用について い

関 が集まっている。 木の りを 成する

成分は、 木を水 で することで （エ

ンシ ル イル）や芳 水として で

き、 をは め芳 、 、化 水 とし

て利用できる。 

 年、森林 ー ス産業 の が まってお

り（森林・林業  2022）、 の有効利用

や林業・特用林産業の活性化を るため、多様な

用 で森林 を活用していく必要があり、

成分を多く む 木について する中で、カ

カ ン の 用 の  

い

子・ 木 *・ 大・大本 **・向 平・   

本研究では、カ ス ンシ （Zanthoxylum ailanthoides）の利用可能性を することを目的に、 年シュートから

される および芳 水の 成分を分 し、成分の同定と 方法や成 を調査した。その結果、 成される 成分

は ンシ （Z. piperitum）と類 しているものがあり、また、 活性を有する成分の 有が確 された。他にも有用とさ

れる成分が められ、特に芳 水において、カ ス ンシ の 成分としての利用可能性が できる。 

キ カ ス ンシ 、 年シュート、 成分、芳 水、 水 法 
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図-1. 図 

石川県内の 2 地 を調査地とした。（ 1）。調

査 であるカ ス ンシ の 年シュートは、

市の上 有林（以 、上 ）では、2016

年 業 に 成された 業 いに 生し

ていた 木から した。 市 の 県

有林（以 、 ）では、林 の に 生してい

る 木から した。 

科 ンシ の 葉 木で、日本 内では、本

州、 、九州に分布し、石川県内では 400m

以 の 山に広く分布しており（石川県林業試験

場 1994）、 駆 種として県内において に

地に 生している。カ ス ンシ の果実の

有芳 成分は、 ンシ と類 している成分

が多く、 の利用されている ンシ に し

てカ ス ンシ がその 、もしくは た

な和 としての利用可能性があることが示 さ

れた（向 ら 2022）。他のいくつかの 種と同様

に、カ ス ンシ の （シュート）が利用

可能な場 、 林の 次的な 林 種の

一つとして、または、 地の 体を

活かした、 として る可能性もあると

られる。 

本研究では、カ ス ンシ の 年シュート

の 成分の利用可能性を することを目的に、

方法や成 の調査、及び成分分 を った。 

上 で、2022 年 6 から 10 にかけて

を 4 回に分けて ン ルとなるカ ス ンシ

の 年シュートを した。 りバ ミ

や 定バ ミを用いて し、 年シュート

木（以 、 木）と 年シュートの 本数、

を記録した。また、 に要する を

した。 

した ン ルから 水 法を用いて

及び芳 水を した。 は、 日に

できた を、3 の 器で、 加 置
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3.

で 3 かけて った。 ごとの の

及び を記録し、 な の

を った。

4.

1.

2022年 9 上 に 年シュートの 部 と

を した。 

．  

同一 体から 的 が可能であるか す

る目的で、 木のその の成 を調査した。上

では、2． 方法調査の 木を に、2022

年 11 に 部 の のシュート

部 と を した。 では、2021 年 9

上 に 年シュートを した 木を に、

2.

ス マト フ ー 分 法（以 GC-

MS）で成分分 を った。分 置は 7890A/5375C

（Agilent ）を、 ート ン ーは MPS2

（ l ）を 用した。 

試 は エ ルで 200 に し、マイ

シリン で試 1 L を注 口に した。芳

水は、試 L を 20mL バイアルに れ、

SPME 法（ マイ 法）でフ イバー

（Divinylbe a

ne、 厚 30 m、 さ 1cm、Supelco ）に 成

分を し、注 口に した。 は 60

C、 は 30 分とした。 

GC の分 については、注 口 は 2 、

ス リ ト は で 1:2 、芳 水で 1:10

とした。カ は DB-Wax（60m×0.25mm、 厚

2 、 t )を用い、 ー ンの

は、 C で 10 分 した 、 分 C つ

し、230 で 12 分 した。MS の分

については、イ ン化 70eV（ ）、イ ン

1 C で、m/z 33-300 の範囲で分 した。成

分同定には、  マスス トル イ

リと （ ） ータ ース（ maOffice、

川 ）を 用した。 

また、 中では 2-undecanone が 8～  

-1. の  

成分分 結果を表-2 に示す。 においては、

モノ ル ン類である および -phellandrene

が 6～13 していた。 報の果実 で

phellandrene が 要な成分であることが 明し

ており（向 ら 2022）、カ ス ンシ の り

を特 ける成分は phellandrene であることが

明した。 ンシ の 成分と する

と ンシ も同様に phellandrene が 要な成

な成分であることが られる（Kim 2012）。 

方法調査の結果は表-1 の りとなった。

木 たりの 年シュートの本数は、平 3 本で

あったが、 できる本数が 1～10 本と 木に

よって 体 があった。 木の大きさによるも

のもあるが、 、 となっている 木から

年シュートをより多く することができた。

年シュート 1 本 たりの重さは、6 、

7 、8 11 、10 0.32 g と、 年

シュートの成 に 加が確 できた。なお、

木の平 は 239cm であった。 

によって できる の が なり、

7 分が も が く、6 と 10

分は と ど められなかった。また、芳

水は て 業において、成分分 の ン ル

として 1L した。 

 に要した を したとこ 、 業員 2

人（ 1 人）で 業した場 、 32 分で 年

シュートを 2 g することができた。

採取木

本数 本数
(A)

採取木

(B)
当たり本数

採取量

(B/A)
(C)

1本当たり

(C/B)
量

切り
(A) (B)

(本) (本) (本)

(A+B)

(kg) (kg) ( )( )(mL) ( )( ) ( )
月27日 20 248 2.15 0.04 -<0.1 28 20 48
月21日 15 343 3.05 0.07 1.03 0.03 40 37 77
8月30日 16 33 2 3.62 0.11 0.48 0.01 23 21 44

510月5日 19 4 6.01 0.32 -<0.1 22 15
平均

37
14 36 3 3.71 0.10 28 23 52
10平均( 月2 日 ) 225 2.95 0.12 18 14 32
56 3143 14.83 0.10 113 93

採取日

206

当年シュート 採取 間
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しており、 い を 成している。2-undecanone

は他の ンシ の 木で が確 される成

分であり、 と同様に特 ける成分で

あることが られる（    2 21）。

6/27 7/21 8/30

-2. と の  

10/5

C6H12O2 2.4314.6 apple 0.03 0.04 23.27
C10H16 14.9 citrus 1.63 2.70 1.56 < 0.01
C10H16 0.0515.1 green < 0.01 0.04 < 0.01
C4H10O 2.8015.5 fruity 0.05 0.05 22.30
C10H16 < 0.01 0.0316.8 aromatic 0.04 < 0.01
C10H16 18.7 citrus 0.06< 0.01 0.04 < 0.01
C10H16 < 0.01 0.0920.4 citrus fruit 0.07 < 0.01
C10H16 6.68 < 0.0121.1 citrus-like < 0.01 8.12
C10H16 2.6222.4 lemon 4.33 3.55 3.83
C10H16 2.6222.4 citrus 4.32 3.55 3.83
C10H16 6.46 13.2422.7 citrus-minty 10.73 < 0.01
C10H16 < 0.01 0.03 0.02 < 0.01
C10H16 < 0.01 0.08 0.08 < 0.01
C10H14 < 0.01 0.49 0.24 < 0.01
C10H16 < 0.01 0.13 0.10 < 0.01
C8H16O < 0.01 0.02 0.03 < 0.01
C9H18O < 0.01 0.68 0.58 < 0.01
C9H18O < 0.01 0.07 0.08 < 0.01
C10H20O2 < 0.01 0.12 0.16 < 0.01
C10H20O 0.29< 0.01 0.42 < 0.01
C10H18O < 0.01 0.48 0.75 < 0.01

22. (E )-p -2-menthen-1-ol C10H18O < 0.01 0.0433.5 minty odour 0.04 < 0.01
C11H22O

24.1 camphor-like
24.3 floral
24.9 carrot top
25.4 citrus
25.6 almond
28.7 baked
28.8 aldehyde
31.0 daidai-like
31.7 baked
32.9 althea

73.48 70.69 76.08 38.65
C10H18O 0.03< 0.01 0.07 < 0.01
C10H18O < 0.01 0.01 0.02 < 0.01

1. isobutyl acetate
2. α-pinene
3. α -thujene
4. 2-butanol
5. camphene
6. β -pinene
7. 3-carene
8. α -phellandrene
9. limonene
10. d-limonene
11. β -phellandrene
12. γ -terpinene
13. β -ocimene
14. p -cymene
15. terpinolene
16. octanal
17. 2-nonanone
18. nonanal
19. octyl acetate
20. decanal
21. linalool

34.3 citrus
34.5 apple
36.7 anise

C12H20O2 < 0.01 0.06 0.08 < 0.01
C10H18O < 0.01 0.02 0.05 < 0.01
C13H26O 1.28 0.88 1.13 < 0.01
C15H26O < 0.01 0.48 0.20 < 0.01
C15H26O 0.47< 0.01 0.20 < 0.01

C6H12O 3.80 1.4217.6 apple

37.9 citrus-like
39.0 citrus
39.2 fatty
43.8 apple
43.8 dill

0.56 0.56

23. 2-undecanone
24. 4-terpineol
25. α -terpineol
26. geranyl acetate
27. nerol
28. 2-tridecanone
29. E -nerolidol
30. nerolidol

C10H16 3.20 3.43 2.1721.0 citrus-like < 0.01
C10H16 1.2621.6 berry 1.10 0.67 0.28
C10H16 5.27 4.3222.7 citrus-minty 2.55 1.12
C10H18O 0.07 < 0.0122.9 balsamic 0.09 < 0.01
C8H16O 0.92 0.3725.6 almond 0.39 2.51
C9H18O 5.78 7.0028.7 baked 5.09 0.89
C7H6O 0.81 1.1032.6 almoud 0.38 3.35
C10H18O 51.97 63.1232.9 althea 64.48 4.12
C8H18O 2.2733.2 aldehydic 1.14 0.63 0.88
C11H22O 10.35 5.2734.3 citrus 8.52 5.39
C10H18O 7.78 6.3234.5 apple 4.70 1.41
C10H18O 4.62 3.3536.8 anise 2.68 2.19
C10H18O < 0.01 0.74 3.32 < 0.01
C10H18O < 0.01 0.74 3.32 < 0.01
C7H8O 0.47 0.35 0.16 71.11
C15H26O 0.70 0.11 0.10 2.95
C15H26O

39.9 bay-leaf-like
39.9 citrus
40.7 aromatic
44.9 fruity

0.19 < 0.01 0.04 1.34
C15H26O 0.18 0.05 0.05 1.02
C15H26O 0.07 0.03 0.02 <0.01
C15H26O 0.29 0.05 0.07 0.89

エ  (%)
RT

（ ） 試 を注 してから 物 が されるまでの 。

のNo.

46.7 green
47.7 sweet-woody
47.8 floral
47.9 green

1. hexanal
2. α -phellandrene
3. α -Terpinene
4. β -phellandrene
5. cineole
6. octanal
7. 2-nonanone
8. benzaldehyde
9. linalool
10. octanol
11. 2-undecanone
12. 4-terpineol
13. α-terpineol
14. geraniol
15. nerol
16. benzyl alcohol
17. elemol
18. γ -eudesmol
19. α -eudesmol
20. α -cadinol
21. β -eudesmol
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3.

と2 は、芳 水に

おいても が確 された。 

その他の 中の 成分は pinene や

、 e および p e などが

しており、特に ne は 報の果実 と

して していた。 

芳 水で特 的な成分として、 l 

や n l、2 e が しており、

l が も い で していた（6 ～

8 ）。それぞれシ 科の植物で すること

が確 されており（   al. 2 1 ）、2

e は植物だけでなく 生物も 次 産

物として生成する で広く するケトン類

である（    1 8 ）。 

上 の成 調査の結果は表 の りとな

った。6 と 7 の 木では、 部 の

シュートが しており（ 2）、8 、1 の

木では、 り した 年シュートの が確

された。 が いと 年シュート 部

の が することがわかった。そのシ

ュートの は、6 から カ で 、7

から 4 カ で 22 m であり、1 カ で平

～ m した。 

1.

 の成 調査の結果は表 4 の りとなっ

た。平 は、2 21 年 11  mm と 2 22

年 1  mm で ぼ はなく、 は、 体 が

められるものの、平 すると大きな 2 21 年

2  、2 22 年 2  )は られなかった。2 22 年

に成 した 年シュート本数は、 年の 数と

大きく わりなかった。 木 D は が れてい

たため、2 22 年の はできなかった。なお、

の 木の平 は 6 8 m であった。 

．  

平均
切断面直径

平均
採取長

採取数
平均

切断面直径
平均
採取長

採取数

(mm) (cm) (本)
1 11.1 347 12.5

(mm) (cm) (本)
331

2 11.6 243 8.3 41 2
3 12.2 36 2 8.7 14 3
1 9.8 138 8.4 6 1
2 14.2 41 2 14.6 143
3 13.1 28 2 12.3 22 2
1 10.2 17 2

原 となるカ ス ンシ の 年シュート

は、 体 はあるものの、 木 1 本 たり平

して 本 することができ、その 1 本 たりの

重さは成 に い 加することが確 できた。

年シュートの成 が まるまで 1 本 たりの

は 加する一方、 成分については、 で

きる とできない があり、7 から

が 加し、 以 したと られるこ

とから、 な は 7 から 8 にかけて

であると られる。向 ら（2 22）は、 年シ

ュートの な を 6 から 8 上

と 定しており、 ぼ が一 している。

芳 水においても、2 成分分 の結果より、

6 ～8 にかけて l が い で し

ているため、同 に した 年シュートを

利用すると効 がよいと ら る（利用 に

ついては 記の 2.成分分 の を ）。一方、

9.5 15 2
2 12.1 24 2 11.6 28 3
1 11.1 114 ー ー ー
2 7 19.9 ー ー ー

11.5 29 10.7

D

25平均

C

A

B

2022年秋2021年秋
前年

No
シュート

採取木

 

-3. 11 の 

-4. 1 の  

採取木 本数
伸長量
平均値

(本) (本) (cm)

図-2. 6 27 11  

86月27日 22 11.1 35 約5カ月
87月21日 14 9.0
4

22 約4カ月
8月30日 5 12.6 ※ 47 約3カ月
10月5日 4 8 8.9 ※

採取日
基部直径

45 約2カ月

平均値

(mm)

伸長期間

※切り残した当年シュート
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2.

の 年シュートの芳 水も、同 の

（1 と 定）で できたとすると、1

日 7.5L で 1 2 となる。そこから ど

した人 と にかかる 用（36L 器で

1 /回）を し き、8 5 と され

る。この他 器の を しても、

分に が られることが できる。今回、

から られる芳 水を成分分 の ン ル

として 1L したが、 の や 力 な

どにより られる芳 水 が すると

られることから、実用化にあたってはそれらを

する必要がある。また、芳 水を する

ことで、 体では が難しい についても、

化の可能性があるものと られる。 

3.

上 において、 年シュートを した も

年内に 部 のシュートが成 する

な成 が確 できた。また、 において、 年

シュートを して 1 年 も 年と ぼ わ

ら の を できることが確 できた。今回

の結果より、カ ス ンシ の 木や 木

報の果実 の成分分 の結果と して、

カ ス ンシ の りを特 ける 成分は

い を める phellandrene と 2-undecanone

および limonene や linalool などの成分であるこ

とが 明した。これらの成分は同 の ンシ

と する成分であることから、 ンシ の

としての利用の可能性が られる。また、そ

れぞれの成分の が なることから、

和 としての利用の可能性が示 される。

phellandrene は 活性を有することが られ

ており（Zhang et al. 2 1 ）、 として利用す

るにあたっては りに加 て 用があること

が できることから、 加 が いものであ

ると られる。 と同様に芳 水からも

同一の成分が されたこと、また、 りの さ

から化 水や 水などの として 用されてい

る linalool（ 本 2 1 ）が されたことから、

芳 水としての利用が できる。特に芳

水は機能性化 としての需要が まれて

いることから、 と なる用 が できる（

木  2 ）。 

のタイミン が と なる場 があることを

する必要がある。 の （7 ～8 ）は、

林 業においては 刈り 業を実 する と

同 であることから、 刈り 業の 次的な産

物としての が できる。 

次に、カ ス ンシ の 年シュートを原

とした場 の 成分の生産コストについて、

する。ま 、 について、表-1 より 年シ

ュートの は と 定する。 重を

した結果、 8 g であった。また、 の

業を 業員 2 人で った場 、 32 分

で 2 g できること（表 1）から、 業員 1

人の場 、 64 分で同 が できると ら

れる。Web イトで されている ンシ （果

実）の 的な は、5mL で ～

であった（  2 18、正 ス 会  

2 18）。1 日の を 8 とし、 動 2

を し き、 6 とすると、1 日

の は、2 g の 6.5 で、 1 18 g と

なる。ここに の 3 を 、ここから

できる は、 58g となり、これを 重

の 87 で り、mL に すると、 L とな

った。成分分 の結果より、カ ス ンシ の

年シュート の 要な 成分が ンシ

（果実） と同 ことから、 ンシ と同

の （6 と 定）で できたとする

と、 L で 6 のため、 L では 871 と

なる。そこから人 や にかかる 用 を

し く必要があるため、 年シュートの で

を ることは難しい。一方、芳 水につい

て、36L の 器では、1 回の あたり

2 g で 1 L の芳 水が できる。1 日 大

5 回 可能（2 /回）であるため、必要

は 1 g で、 L の芳 水を ることができ

る。また、 の 業を 業員 1 人で

った場 、上記 のとおり、 64 分で 2 g

が できると られる。つまり、 1 g を

1人で する場 、 4 要することになる。

1 日の を 8 とした場 、 に

要する人 （1 /日とする）は、 動

2 と 4 から、11 25 となる。

Web イトで されている、 葉 や広葉 の

芳 水の 的な は、1L で 1 ～

2 であった（ 会 エ アフ リー 

2 2 、フ リ ナ 会  2 21）。カ ス ンシ

芳 水は と違ってどの でも でき

ることから、目的に た 成分によっては

－18－



フ リ ナ 会 （2021）フ ー ル ーター

た、 としての可能性が示 された。 

本研究結果から、カ ス ンシ の 年シュ

ートの 成分としての利用の可能性が いこと

が 明した。 年、 林地に発生し、 刈りで

刈られている 植生の中からタ ノキに注目し、

林木と さ ながら を上げる （大

ら 2 2 ）や、アカマ が して広葉 林化した

林内において、これまで 利用 であった ズ

ミ シの 果に 加 の い用 を すると

いった り みがされている（山場 2 19、2020）。

カ ス ンシ のよ な 林 種以外の 木は

木として され 置されているのが であ

るが、それらを 利用 と て利用する可能

性を していくことが、今 林業における た

な となる可能性を発 することになると

られる。
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